







その他のタイトル A Study Effect of CAI Materials Focusing on







　Lack of information about the sound system of the spoken language prevents learners of
Japanese from developing listening comprehension skills. However, there is little opportunity
for them to study this sound system systematically. We have therefore developed CAI materials
which focus on the sound system of the spoken language in order to develop Japanese learners'
listening comprehension skills by self-study. In this paper, I report the result of a study address-
ing the following areas : 1) comprehension of the sound system of the spoken language before
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　　  母音化、「い」音化、音の脱落、その他の 7種の類型を試みている。
　（３）時間の関係もあり、聞き取り問題の後半のディクテーション問題のみを行った。
　（４）筑波大学留学生センターの日本語補講クラスでは、初中級以上のクラスが4段階のレベル（1
  　  ～4）に分かれており、さらに各レベル毎に技能別（文型、作文、聴解、読解、会話、漢字）










　縮約－融合タイプ    拗音化
　　　　　　　　　　撥音化
　　　　　　　　　　長音化
　縮約－脱落タイプ    母音脱落
　縮約－混合タイプ  （融合）＋（脱落）
　同化タイプ　　　　無声化
　　　　　　　　　　促音化
　　　　　　　　　　同音省略
　　　　　　　　　　単音化
　　　　　　　　　　拗音直音化
　　　　　　　　　　連濁
　（７）撥音化にはこの 7項目の他に次のような項目も挙げられるが、時間の関係上今回は取り上げ
　　  なかった。
　　　　　　　　に　→　ン　　　　　　例）いちに（ン）ち
　　　　　　　　の　→　ン　　　　　　　　暑いの（ン）で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかなかやるもの（ン）だね
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼくのう（ン）ち
　　　　　　　　れ　→　ン　　　　　　　　それ（ン）で
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